
単位数

15 理学療法学セミナー⑮ 課題レポート発表
16 期末試験 復習・確認・総まとめ

13 理学療法学セミナー⑬ 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

14 理学療法学セミナー⑭ 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

11 理学療法学セミナー⑪ 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

12 理学療法学セミナー⑫ 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

9 理学療法学セミナー⑨ 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

10 理学療法学セミナー⑩ 課題レポート発表

7 理学療法学セミナー⑦ 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

8 理学療法学セミナー⑧ 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

5 理学療法学セミナー⑤ 課題レポート発表
6 理学療法学セミナー⑥ 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

3 理学療法学セミナー③ 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

4 理学療法学セミナー④ 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

1 理学療法学セミナー① 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

2 理学療法学セミナー② 疾患、理学療法評価、理学療法計画、リスク管理、知識の整理

回数 項目 内容

科目 理学療法学セミナー 担当山田　和政 履修学年 4年

時間数：90分×時限×16回（週1回） 履修区分：必修 1単位
【授業目標・到達目標】 
このセミナーでは、各学生が理学療法の対象となる主な疾患から特に関心を持っている１疾患を取り上
げ、我が国と諸外国の理学療法関連の雑誌および著書などを参考に、臨床概念、疾患の基礎知識、理
学療法評価、理学療法計画、リスク管理などについてまとめるとともに、担当教員から指導を受けてレ
ポートを作成し、セミナーで発表する。国家試験に合格するために必要な知識・技術の蓄積も目的として
いる。受講者は、国家試験対策を意識して、疾患およびそれに関連する理学療法を整理し、系統立てて
理解することができる。 
【履修注意】 
臨床実習で経験したケースから障害評価・治療に必要な知識を整理・統合することに重点を置くこと。 
【評価方法】 
期末試験（国試模擬試験）・課題レポート（各課題 SABCD 評定）・授業態度（各回能動的姿勢欠如態度
5 点減点）・出席状況（減点：遅刻・早退 3 点・欠席 5 点）などを総合的に評価する。 
【試験について】 
筆記試験を行う。再試験対象者の条件：期末試験で60点未満の者を対象とする。 
【予習・復習】 
定期的に確認テストを実施するので、しっかりと学習すること。 
【教科書】 
指定しない。 
【参考書】 

【その他の注意事項】 

【授業計画・内容】


